
贈呈の様子

　２０１４年１１月より、ＣＳＲ私募債「つながり」
の取り扱いを開始しました。
　ＣＳＲ私募債とは、財務内容等の厳しい適債
基準を満たし、かつ当行独自の環境格付「ＰＬ
Ｂ格付」にて一定水準の格付を得られた企業
さまが発行されるものです。

［ ＣＳＲ私募債の仕組み ］
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蔭山 明夫 氏

　人間は、「感謝心」がなければ成長できない
ものと思っています。このたび、滋賀銀行のご
支援により、ＣＳＲ私募債を発行させていただき
ました。これは、地域の皆さま、お客さまのご支
援のおかげと感謝しております。
　また、発行を記念して、地元の小学校に防災
用器具を寄贈していただき、皆さま方に大変喜
んでいただくことができ、嬉しく思っています。
　これからも皆さまのご支援・ご指導のもと、
「地域密着」を合言葉に少しでも社会のお役に立
てるよう、全社員が健康で邁進してまいります。
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発行企業
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お客さまの金融商品のご利用を、子どもたちのサポートや
地域スポーツの振興など、社会貢献につなげています。

金融を通じた社会貢献

 ＣＳＲ私募債導入による発行企業さまのメリット

子どもたちの学びや
成長を応援する物品

● 学校教育を通じた社会貢献につながります。
● ＣＳＲに対する取り組み姿勢を広くアピールできます。
● 優良企業であることの証明、企業イメージの向上につながります。

子どもたちの声

発行企業

CSR私募債
発行

滋賀銀行

贈 呈

地域社会と子どもたちとの
「つながり」を応援

（数値は2015年7月末実績）

1,200万円相当近畿の
地方銀行で初

39校へ 
（贈呈式開催分）

56社発行

その他贈呈の様子の
お写真がございましたら、

ご支給をお願いいたします。

「地域の成長なくして当行の成長なし」との思いで、
地域密着型金融の推進に取り組んでいます。

地方創生への取り組み

地方創生に向けて
　2013年4月に営業統轄部内に設置した「地域振興室」は、
「地域経済への更なる貢献」を担う部署として、地域の多様な
主体と連携・協働し、地域活性化に向けて取り組んでいます。
さらに、2015年1月からは、「まち・ひと・しごと創生法」に
基づき、新たに当行の地方創生担当部署となりました。全店の
支店長を地方創生推進責任者とするなど、行内態勢を整え、
全行をあげて「地方創生の深化」に向けて取り組んでいます。

　2014年3月より、滋賀県との間で「地域密着連携協
定」を締結し、県内産業の振興発展や、地域の活性化、環
境保全など全１１項目で連携しています。滋賀県との連
携をより一層強化し、滋賀県の持続可能な成長を目指し
て、「地域経済への更なる貢献」に取り組んでいきます。

　2014年度は、「地域の“ものづくり力”を活かした『滋
賀健康創生』特区」の総合特区支援利子補給金制度に基
づき、内閣総理大臣より推薦通知を受けた3社に対して、
ご融資を行いました。
　当行は「滋賀健康創生」特区の推進を金融面からサ
ポートする「金融サポート・ネットワーク」の会長行とし
て、引き続き積極的に取り組んでいきます。

滋賀県と11項目で連携

滋賀県民の“健康”と“地域経済”の発展のために

“地域おこし”で地元に貢献！
～観音寺城跡整備～

TOPICS

　安土支店、五個荘支店では、市民グループ「豊かな杜
づくり隊」様や地元企業の皆さまとともに、日本の石垣
築城のルーツのひとつともいわれる観音寺城跡（近江
八幡市安土町）の石垣整備に参画しています。
　2014年11月には2回にわたって、竹やぶに覆われた
御屋形（天守閣）跡の整備に役職員のべ７５名が参加。
2015年3月には城跡近く
の遊歩道「景清道」の散策
にも参加し、地域とともに
成長することを願い、桜の
苗木を植樹しました。

発行金額の0.2％
相当額の寄贈品を
滋賀銀行が寄付
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●地方創生統括役員 ： 営業統轄部担当役員
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営業店をサポート

「深い対話と連携」
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　「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来
りーと」によるサポートのおかげで、私
たちアスリートは、より競技に打ち込
めることはもちろん、多くの滋賀の皆
さまが私たちを知り、応援してくだ
さっていることを実感できています。
　私は今、リオ五輪出場を目指し頑
張っています。アスリートとして結果
を出して恩返しをしたいと思います。
また、アマチュアスポーツを支援する

「レイクス・スポーツファンド」を通し
て、さらに滋賀のスポーツが盛り上が
るよう、努めていきたいと思います。

　2014年12月より、滋賀県ゆかりの“未来のアスリート”を
応援する「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来りーと」の
取り扱いを開始しました。本商品は、お客さまにお預
け入れいただいた定期預金残高の0.005％相当額を
アマチュアスポーツを支援する「レイクス・スポーツ
ファンド」へ寄付するものです。
　2020年の東京オリンピック・パラリンピック、2024年
の滋賀県での国体開催を控え、滋賀県内のスポーツ
振興を応援するとともに、地域スポーツ振興による
地域活性化の後押しを目的としています。

あ  す あ  す

定期預金で滋賀県ゆかりのアスリートを応援

青少年のスポーツ育成をサポート

先進的な地域福祉活動に対して助成

金融を通じた社会貢献

地域とともに歩む銀行として、福祉活動への助成、サポートなど、
地域に根ざした社会貢献活動を展開しています。

地域福祉への取り組み

　社会福祉法人しがぎん福祉基金は、「滋賀銀行を支えていただいている地域
の皆さまに何とかお礼がしたい」との思いから、当行創立５０周年（１９８４年）に設
立しました。当行からの寄付金３億円を基本財産（２０１５年３月末現在４億４，９９６万円）

に、滋賀県内で展開される福祉の実験的・開拓的な取り組みに対して幅広く助成
を行うもので、助成を県内に限定した、全国でも
ユニークな基金です。
　第３１回となる２０１５年度は、１４件、総額８８５万円
の助成を決定し、第１回（１９８５年度）以来の助成
累計は、４５６件、総額３億３，９５２万円となりました。

社会福祉法人　滋賀県視覚障害者福祉協会
社会福祉法人　滋賀県聴覚障害者福祉協会
社会福祉法人　出合いの家
特定非営利活動法人　四つ葉のクローバー
社会福祉法人　あゆみ福祉会　あゆみ作業所
社会福祉法人　美輪湖の家　きらり庵
特定非営利活動法人　NPO ぽぽハウス
特定非営利活動法人　芹川　子育て支援部門
彦根市精神障害者家族会　集まろう会
生活ホーム　たまごやきハウス
社会福祉法人　こなん SSN
特定非営利活動法人 滋賀県難病連絡協議会
しがなんれん作業所
脳若返りの会
特定非営利活動法人　風の会
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合計14件 ・ 総額8,854,000円

2015年度助成先一覧

助成先の先駆的な取
り組みや活動状況は
季刊文化情報誌「湖」
で紹介しています。

　愛隣保育園では、30年ほど前から「音楽を好きになる
子を育てよう！」と、毎年、運動会で発表することをテー
マに、年長組がマーチング演奏に取り組んでいます。
　園児たちのリズム感を養い、みんなと力をあわせ
て取り組むマーチング演奏は、園児たちだけでなく、
周囲の人たちにも感動を与えてくれます。
　しかし、そうしたマーチング演奏に欠かせない太鼓
が老朽化し、買い替え費用などで困っているときに、

しがぎん福祉基金様の助成によるご支援を受けること
ができました。昨年の運動会では、新調した赤いピカピカ
の太鼓を堂々と演奏する園児たちの姿に、保護者の皆
さんからも大きな拍手をいただきました。さらに、地域
の夏祭りや文化祭などでも発表するなど大活躍です。
　これからも園児たちと地域との交流、つながりを
大切にしていきたいと思います。
　素敵な助成をいただき、本当にありがとうございました。

しがぎん福祉基金 2014年度助成先

青少年の健全な育成のため、金融教育やスポーツ育成の
サポートなどに取り組んでいます。

青少年育成による地域貢献

　当行は創立６０周年を機に青少年の健全な育成と
地域共感を目的として、小学生対象の滋賀県内最大
のサッカー大会「しがぎんカップ（滋賀県サッカー
スポーツ少年団選手権大会）」への協賛を続けています。
２０１４年度は県内
の約130チームが
参加し、「オールサ
ウス石山SCJr」が
優勝しました。

　しがぎん女子バスケット
ボール部は、小学生のミニ
バスケットボールチームを
対象とした「しがぎん１日
バスケットボールクリニック」
を２０１１年より開催してい
ます。今後も地域に愛される
チームを目指し、積極的に
開催していきます。

バスケットボールを通じた
地域の子どもたちとの交流

金融教育で子どもたちの未来を応援

「中学生チャレンジウィーク」に協力

　２０１５年度より、大津市内の中学2年生を対象とした職場
体験「中学生チャレンジウィーク」の協力事業所となり、職場
体験の受け入れを開始しました。支店のロビー実習や、通帳
作成など普段味わうことができない特別なプログラムも組み
込み、５日間にわたる銀行員
体験をしてもらいます。
　２０１５年７月末までに打出
中学校、堅田中学校、粟津
中学校の皆さんにご参加い
ただきました。

「わーくワーク北小タウン2014」に参加

　２０１４年７月、長浜北小学校で
開催された「わーくワーク北小
タウン2014」に長浜北支店と長
浜駅前支店が参加しました。当
行の「銀行員の職業体験教室」
には14名の児童にご参加いた
だきました。

　子どもたちの自立する力や社会と関わる力の醸成に貢献
することを目的に、銀行の仕組みやお金の役割について学
んでいただけるよう、さまざまな取り組みを行っています。

 「こどもワクワクワンダーランド」に参加

　２０１５年５月、「スプリングフェ
スタin矢橋帰帆島公園～こども
ワクワクワンダーランド～」に
参加しました。多くの子どもたちに、
貯金箱づくりやお買物体験を
していただきました。

「おうみしごと体験フェスタ」に参加

　２０１４年１１月、滋賀県主催の
「おうみしごと体験フェスタ」が
米原市で開催され、4,500名を
超える来場者がありました。当行
の「銀行のおしごと体験教室」に
は、約80名の子どもたちにご参
加いただきました。

子 ど も た ち 声
の

5日間の職場体験で、働くことの大変さや
銀行の役割について学ぶことができました。

支店のロビー実習でお客さまが笑顔で
アンケートに答えてくださるなど、
「人と関わる仕事って素敵だな」と思いました。
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